
（別紙様式） 

 

小林高等学校における三つの方針（スクール・ポリシー） 

期間 ： 令和８年４月 ～ 令和９年３月 

 

【スクール・ミッション】 

○小林市唯一の普通科伝統校として、地域の教育財産を活用しながら、立志鍛練の志を胸に秘めた

地域リーダーの育成を目指す学校 
○生徒、保護者及び地域から信頼される学校として、進路目標達成のために、学び続け、協働性を
備え、向上心あふれる生徒の育成を目指す学校 

 

 

【スクール・ポリシー】 

グラデュエーション・ポリシー 

～このような生徒を育てます～ 

（１）多様な課題と向き合い、解決のために粘り強く思考できる生徒 

（探究心に富む人材 Consideration） 

（２）人と人、人と社会資源を繋ぐ生徒 

（架け橋となる人材 Coordination ） 

（３）自分を信じ、高みを目指して行動できる生徒 

（何事にも優れた人材 Champion ） 

小林高校の６つの力「受け取る力」「見つける力」「考える力」「伝える

力」「つなげる力」「挑戦する力」を身につけさせ、「３C」の生徒を育て

る。 

カリキュラム・ポリシー 

～このような学びを展開します～ 

（１）基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め、学習内容を確実に身

に付けられる学習活動、他者と協働することの重要性を実感できるような

各教科・科目での多様な体験活動を設定する。 

（２）「総合的な探究の時間」の充実のために教科横断的な学びを設定する。

また、学習の過程において主体的・対話的で深い学びの実現を図り、新た

な価値を創造する力を養う場を設定する。 

（３）自立心や自律性を高め、地域リーダーとして貢献するための姿勢を

育むために、市役所等の諸機関と連携した学び、ボランティア活動、生徒

会活動や部活動などの豊かな経験ができる活動を設定する。 

（４）ICT機器などの環境を整え、これらを適切に活用する学習活動を設

定する。また、学校図書館を計画的に利用した活動や芸術文化などの鑑賞

を通した見方・考え方を醸成する機会を設定する。 

（５）生徒の良い点などを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を

実感できるような評価をする。また、各教科・科目等の目標の実現に向け

た学習状況を把握する観点から、単元や題材など内容のまとまりを見通し

た評価の場を設定する。 

アドミッション・ポリシー 

～このような生徒を受け入れます～ 

本校では、基本的生活習慣の確立を土台にし、基礎学力の定着と課題発見・

解決型学習の充実を図ることによって、向上心にあふれ、協働性を備えた

人材の育成を目指しています。次の姿勢をもつ生徒を待っています。 

（１）「学び続ける姿勢」～社会の変化に対応できる知識や技術を身に付け

ようとする姿勢 

（２）「協働する姿勢」～他者の立場や考え方を認め、チームで仕事をしよ

うとする姿勢 

（３）「挑戦する姿勢」～まずはやってみる、失敗を恐れず自分を高めよ

うとする姿勢 

 


